









































































































































































































































































































































（ Ⅰ 期 ）  
昭和63年度 
平成元年度 
（ Ⅱ 期 ）  
平成８年度 
平成９年度 
（ Ⅲ 期 ）  
①総定員 
4,620
4,690
9,310
5,369
5,606
10,975
6,038
6,072
12,110
③＝②－① 
163（ 3.4％） 
188（ 3.8％） 
351（ 3.6％） 
404（ 7.0％） 
408（ 6.8％） 
812（ 6.9％） 
678（10.1％） 
629（ 9.4％） 
1,307（ 9.7％） 
④休学 
32（0.7％） 
38（0.8％） 
70（0.7％） 
74（1.3％） 
86（1.4％） 
160（1.4％） 
118（1.8％） 
113（1.7％） 
231（1.7％） 
⑤退学 
44（0.9％） 
74（1.5％） 
118（1.2％） 
79（1.4％） 
126（2.1％） 
205（1.7％） 
166（2.5％） 
156（2.3％） 
322（2.4％） 
②現員（女子） 
4,783（1,352）
4,878（1,373） 
9,661（2,725） 
5,773（1,878） 
6,014（1,927） 
11,787（3,805） 
6,716（2,446） 
6,701（2,404）
13,417（4,850） 
（注）Ⅰ期＝昭和55～昭和56年度、Ⅱ期＝昭和63～平成元年度、Ⅲ
期＝平成８～平成９年度：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ各期いずれも８年の間
隔がある。 
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これも右肩上がりに増加している。
こうした現象の背景に何があるのか、ということ
は興味深く、かつ重要な問題である。少なくとも、
これが現代の日本社会が抱える矛盾を表す指標の１
つであることには違いがない。しかし、それは別の
ところで論ずるとして、ここではメンタル・ヘルス
相談の窓口から見た学生生活の阻害要因、とくに
「精神障害と休・退学」に関する調査結果を紹介し
ておく。
別表３は、休学理由に占める精神障害の割合を示
したものである。
休学理由のうち、Ａ（精神障害の診断がつく）と
Ｂ（精神障害の疑いがあるもの）を合わせた割合は、
昭和54、55、56年度は約28％ 、その16年後の平成
７、８、９年度は約26％である。つまり、調査開始
当時から今日に至まで、ＡとＢは休学理由の４分の
１強を占めており、これは学生のメンタル・ケアの
重要性を示唆するものである。ただ、相談内容はか
なり変化を示しており、たとえば、対人恐怖症や強
迫症状に代わって、摂食障害や心身症の相対的な増
加がみられるようになっている。
また、平成７、８、９年度においてはＡの割合が
減少、Ｂの割合が増加しており、このことを、精神
障害の寡症候化や性格障害の増加といった、最近の
精神病理現象が学生の訴えに反映した結果とみるこ
ともできる。
ちなみに、休・退学の年度別平均出現率を全国規
模でみると、別表２が示すように、休・退学ともに
ゆっくりと、しかし確実に高くなる傾向がある。本
学の場合はそれに加えて、退学者の率が常に高いこ
とが特徴であり、このことは将来の大学運営に関し
て看過ごしにはできない問題であろう。
センターでは定められた日常業務を遂行すること
の他に、学生の健康の自己管理につながる保健指導
の一助として、種々の特異な企画を実施してきたの
で、この機会にその主なものを記して置きたい。
①昭和56（1981）年には、富山大学保健管理センター
公開講座「こころの科学」（10回：20時間）、翌57
（1982）年には、同「こころとからだ」（７回：14時
間）を開催し、いずれも好評を博した。
②昭和57（1982）年には新しい試みとして、学生同
士の気楽な交流の場として、碁や将棋、体力測定器
などを備えたレクリエーション・セラピー室を設置
した。これはレントゲン室が年間にして１カ月程度
の使用で、あとは全く空き部屋になるため他に有効
な利用方法がないかと検討した結果、学生の気楽な
談笑の場にすることにしたものである。設置当初は
閑散としていたが、徐々に人気が高まり、現在は学
生の出入りが絶えない状況である。
③昭和55（1980）年には、文部省から厚生補導特別
企画の援助を受け、第１回「健康増進合宿セミナー」
を、極楽坂スキー場で開催した。この企画は昭和57
年まで、都合３回行われた。目的は、心身の健康増
進、グループ体験を通しての好ましい人間関係の形
成と自己実現等であった。しかし、参加者が減少し
たので、昭和58（1983）年から、北陸地区国立５大
学合同での「健康増進合宿セミナー」に切替えて開
催することにした。以来、この企画は平成７（1995）
年まで13回にわたって続けられたが、参加希望者が
著しく減少したので、いったん中止することになり、
目下、これに代わる新しい企画を考慮中である。
第３節　その他の事業
表２　国立大学における休学・退学の年度別平均出現率（%）
年度 
休学率 
退学率 
昭和 
56 
0.9
1.0
 
57 
0.9
1.0
 
58 
0.9
1.0
 
59 
0.8
1.1
 
60 
0.9
1.2
 
61 
0.9
1.1
 
62 
1.0
1.1
 
63 
1.1
1.2
平成 
元 
1.2
1.3
 
２ 
1.3
1.3
 
３ 
1.3
1.3
 
４ 
1.4
1.3
 
５ 
1.4
1.3
 
７ 
1.6
1.4
表３　本学学生の休学理由 
Ａ：精神障害の診断がつくもの、　Ｂ：左の疑いがあるもの 
Ｃ：精神的に問題がないもの、　　Ｄ：不明または未調査 
  
昭和54年度 
昭和55年度 
昭和56年度 
平成７年度 
平成８年度 
平成９年度 
昭和54年～56年 
平成７年～９年 
休学人数 
39
32
38
104
118
111
109
333
A 
4（10.3％）
8（25.8％）
8（21.1％）
16（15.4％）
14（11.9％）
9（ 8.1％）
20（18.3％）
39（11.7％）
B 
0
3（ 9.4％）
8（21.1％）
18（17.3％）
19（16.1％）
12（10.8％）
11（10.1％）
49（14.7％）
D 
5（12.8％）
2（ 6.3％）
1（ 2.6％）
2（ 2.0％）
6（ 5.1％）
0 （－）
8（ 7.3％）
8（ 2.4％）
C 
30（76.9％）
19（59.4％）
21（55.3％）
68（65.4％）
79（66.9％）
90（74.2％）
70（64.2％）
237（71.2％）
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保健管理センターでは、所期の目標を達成するた
めに、（1）定期および臨時の健康診断、（2）身体
的・精神的健康相談および指導、（3）環境衛生およ
び伝染病等の予防についての指導、援助を行ってき
た。しかし、より積極的な健康維持には個人個人の
「健康の自己管理」がもっとも重要である。この
「健康の自己管理」を行うには、健康や疾患につい
ての正確な知識を有することが不可欠である。その
ためには健康教育が必要であり、これを行うことで
センターの理念・目標をさらに一歩前進させること
ができる。このために、現在は健康管理の施設とし
て位置づけられているセンターを、将来は研究・教
育の施設とし、全学の健康管理と健康教育を一体化
した専門的業務を行う施設として整備することなど
の検討が必要であろう。
第５章　将来展望
